
グアナファト州において、第７回広島フードフェスティバルが開催されました 

 

２０１５年に、グアナファト州において、第１回広島フードフェスティバルが開催されて以来、２０

２０年、２０２１年には、新型コロナウイルス感染拡大により開催が見送られましたが、昨年３年ぶり

に復活し、今年、第７回となります広島フードフェスティバルが、１１月８日レオン市での前夜祭を皮

切りに、９日同じくレオン市、１０日サラマンカ市、１１日最終日にはイラプアト市にて、４日間、４

会場で開催されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



今回は、広島市中区の和食料理店“稲茶”の店主 下原氏、同じくかき船“かなわ”の総料理長 戸田

氏、２０２０年度広島県主催の「ひろしま和食料理人コンクール」で最優秀賞を受賞したブロスダイニ

ング所属で現在は広島を離れ修行中の若手 野口氏、以上３名の料理人がグアナファト州に派遣されま

した。 

今回も、主にグアナファト州内で日本料理店など多くの店舗を展開するフェリペ氏が率いるＦＹＮ

ＳＯグループが料理人を受け入れ、厨房や現地シェフ・スタッフのサポートなど全面的な支援をして

いただきました。 

同フードフェスティバルは、ＦＹＮＳＯグループをはじめ、グアナファト州観光局、グアナファト広

島アミーゴ会、マツダメキシコなどからの多大なるバックアップを得、また広島県と共に我々親善協

会も微力ながら開催実現に向けて協力参加して参りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月４日食材の確認、５日～７日Restaurant SATO Altaciaの厨房で仕込みを行う両県州の料理人 



１１月８日前夜祭（レオン市 Restaurant SATO Altacia）には、１２０名、９日レオン会場（Casa 

de Piedra）には、２００名、１０日サラマンカ会場（Casa de la Cultura）には、１３０名、１１日

最終日イラプアト会場（イラプアト市庁舎：Presidencia Municipal）には、１５０名、合わせて６０

０名の皆様に日本料理そして広島の味をご堪能いただきました。 

前夜祭には、ディエゴ・シヌエ・ロドリゲス・バジェホ州知事夫妻をはじめ、州政府から経済開発局

長並びに州政府関係者、福嶌駐メキシコ日本国大使、レオン総領事館 板垣総領事、広島県から玉井副

知事、当親善協会の菖蒲田会長など、グアナファトと広島の友好を支えていただいています多くの皆

様が出席されました。 

前夜祭を含め、４会場共に大盛況で、盛会のうちに、同フェスティバルを終えることが出来ました。

また、来年友好提携１０周年を迎えるにあたり、同フェスティバルも更なる発展を目指して取り組ん

でまいりますので、皆様のご支援ご協力よろしくお願い申し上げます。 

 

■１１月８日前夜祭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■１１月９日レオン会場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■１１月１０日サラマンカ会場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■１１月１１日イラプアト会場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


